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１．研究計画の概要
本研究課題の目的は, 非線形

Sturm-Liouville 微分作用素が主要部であ
る非線形常微分方程式の解の振動性と漸近
挙動の精密な解析を行い, それを拠り所にし
て解の全体構造を解明することである.

２．研究の進捗状況
本研究課題の目的は, 上述した通り非線

形 Sturm-Liouville 微分作用素を主要部と
する様々な非線形常微分方程式や方程式系
に対して, (1) 非線形微分方程式の振動性の
特徴付け, (2) 非振動型の微分方程式に非
線形摂動項を付加したときの影響, (3) 非
振動性の解析における Karamata 関数（代
表的な関数：緩変動関数, 正則変動関数, 急
変動関数）の活用 , (4) 関数微分方程式と
Karamata 関数, という 4つの課題に焦点を
当てた研究を行い, 振動性・非振動性に関す
る精密な情報を導き出し微分方程式の振動
理論の進展に寄与することである.
研究方法 ①: 上記の 4 つの課題を遂行する
に当たり当然の如く同方面の先行研究を総
括する必要があるが, そのためには, 文献や
インターネットを駆使し徹底かつ有機的に
行い, 予測した結果の妥当性を確認する計算
を実行する. 計算の成否には, 巧妙に組み合
わされた解析的, 幾何的, 代数的, 位相数学
的な方法, 技法の適用が必要であるから, 高
度な専門書によるそれらの修得を行う.
②: 研究経過を定期的に振動理論の世界的権
威である草野尚教授（広島大学名誉教授）に
報告して批判と助言を求めている. また, 同
じ分野で活躍している国内外の微分方程式
の専門家と直接に面会して, 討論, 意見交換,

情報交換をなどの研究連絡活動を積極的に
実施している. ③: 得られた研究成果を微
分方程式関連の国内外の研究集会において
発表し周囲の意見を拝聴することを心掛け
ている.

３．現在までの達成度
概ね順調に進展している.

（理由）平成１９年度から現在までに合計７
編（査読付・共著論文含む）の論文を仕上げ
ている. 研究課題の難易度に対する研究の進
度に関しては妥当なものと見られる.

４．今後の研究の推進方策
「研究の進捗状況」に記したことを忠実に実
行し, 今後も多くの研究成果を上げるよう
邁進する. 本研究の進行の過程で新しいタ
イプの微分方程式や問題設定あるいは新し
い解析技法と出会う可能性が十分にあり得
るため, 有益な情報は積極的に取り入れて
研究内容を豊富にし研究そのものの水準を
高めるための努力も継続する.
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